
(57)【要約】

【課題】簡単で確実に製造することができるにも拘わら

ず、欠陥商品が少ないままである程度に電極系が設計さ

れている、セラミックの放電容器を備えている、金属ハ

ロゲン化物ランプを提供する。

【解決手段】該電極系が異なる直径のピンとして設計さ

れている２つの構造部材を含み、この場合より大きな構

造部材は、ニオブピン（９、１０）であり、放電側で内

側に隣接して存在するより小さな構造部材は、ニオブピ

ンの穿孔（２１）内に差し込まれている、モリブデンま

たはタングステンからなるピンであり、より小さな構造

部材の直径とＮｂピンの直径との比は、３０～６５％で

あり、差し込まれたピンは、穿孔内に機械的な圧縮過程

によって固定されている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 セ ラ ミ ッ ク の 放 電 容 器 （ ４ ） を 備 え 、 こ の 場 合 こ の 放 電 容 器 は 、 栓 で 閉 鎖 さ れ て い る ２
つ の 端 部 （ ６ ） を 有 し 、 こ れ ら の 栓 （ １ ２ ） に は 、 導 電 性 リ ー ド 線 （ ９ 、 １ ０ ） が 貫 通 さ
れ て お り 、 こ れ ら の リ ー ド 線 に は 、 放 電 容 器 の 内 部 に 突 き 出 し て い る 軸 部 （ １ ５ ） を 有 す
る 電 極 （ １ ６ ） が 固 定 さ れ て お り 、 そ の 際 リ ー ド 線 と 電 極 は 、 一 緒 に な っ て 電 極 系 と 呼 称
さ れ て い る 、 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ に お い て 、 該 電 極 系 が 異 な る 直 径 の ピ ン と し て 設 計
さ れ て い る ２ つ の 構 造 部 材 を 含 み 、 こ の 場 合 よ り 大 き な 構 造 部 材 は 、 ニ オ ブ ピ ン （ ９ 、 １
０ ） で あ り 、 放 電 側 で 内 側 に 隣 接 し て 存 在 す る よ り 小 さ な 構 造 部 材 は 、 ニ オ ブ ピ ン の 穿 孔
（ ２ １ ） 内 に 差 し 込 ま れ て い る 、 モ リ ブ デ ン ま た は タ ン グ ス テ ン か ら な る ピ ン で あ り 、 よ
り 小 さ な 構 造 部 材 の 直 径 と Ｎ ｂ ピ ン の 直 径 と の 比 は 、 ３ ０ ～ ６ ５ ％ で あ り 、 差 し 込 ま れ た
ピ ン は 、 穿 孔 内 に 機 械 的 な 圧 縮 過 程 に よ っ て 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 セ ラ ミ ッ
ク 放 電 容 器 （ ４ ） を 有 す る 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 機 械 的 な 圧 縮 過 程 が 刻 み 目 の 付 与 ま た は 圧 締 め に よ っ て 実 現 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載
の 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 よ り 小 さ な 構 造 部 材 が タ ン グ ス テ ン か ら な る 電 極 軸 部 （ ２ ７ ） で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の
金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 よ り 小 さ な 構 造 部 材 が リ ー ド 線 の 内 側 部 材 と し て の モ リ ブ デ ン か ら な る ピ ン （ ３ １ ） で
あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 穿 孔 が ０ ． ８ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ の 深 さ で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 穿 孔 が 直 径 の 点 で 差 し 込 む べ き ピ ン に 適 合 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物
ラ ン プ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 穿 孔 （ ２ １ ） が 包 囲 す る 壁 面 （ ２ ２ ） を 有 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物
ラ ン プ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 穿 孔 が ス ロ ッ ト を 有 し 、 少 な く と も ２ つ の 舌 部 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 ハ ロ
ゲ ン 化 物 ラ ン プ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 放 電 容 器 を 有 す る 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ の た め の 電 極 系 に お い て 、 該 電 極
系 が 異 な る 直 径 の ピ ン と し て 設 計 さ れ て い る ２ つ の 構 造 部 材 を 含 み 、 こ の 場 合 よ り 大 き な
構 造 部 材 は 、 ニ オ ブ ピ ン で あ り 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 は 、 ニ オ ブ ピ ン の 穿 孔 内 に 差 し 込 ま
れ て い る 、 モ リ ブ デ ン ま た は タ ン グ ス テ ン か ら な る ピ ン で あ り 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 の 直
径 と Ｎ ｂ ピ ン の 直 径 と の 比 は 、 ３ ０ ～ ６ ５ ％ で あ り 、 差 し 込 ま れ た ピ ン は 、 穿 孔 内 に 機 械
的 な 圧 縮 過 程 に よ っ て 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 セ ラ ミ ッ ク 放 電 容 器 を 有 す る 金
属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ の た め の 電 極 系 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 異 な る 直 径 の ピ ン と し て 設 計 さ れ て い る ２ つ の 構 造 部 材 を 含 み 、 こ の 場 合 よ り 大 き な 構
造 部 材 は 、 ニ オ ブ ピ ン で あ り 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 は 、 モ リ ブ デ ン ま た は タ ン グ ス テ ン か
ら な る ピ ン で あ り 、 該 ニ オ ブ ピ ン は 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 の 収 容 の た め に 穿 孔 を 有 し 、 よ
り 小 さ な 構 造 部 材 の 直 径 と Ｎ ｂ ピ ン の 直 径 と の 比 は 、 ３ ０ ～ ６ ５ ％ で あ る 、 電 極 系 を 製 造
す る 方 法 に お い て 、 次 の 処 理 工 程 ：
ａ ） よ り 小 さ な 構 造 部 材 を ニ オ ブ ピ ン 内 に 差 し 込 む 工 程 ；
ｂ ） 差 し 込 ま れ た ピ ン を 穿 孔 内 で 、 機 械 的 な 圧 縮 過 程 、 殊 に 刻 み 目 の 付 与 ま た は 圧 締 め に
よ っ て 固 定 す る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 電 極 系 を 製 造 す る 方 法 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 セ ラ ミ ッ ク の 放 電 容 器 を 備 え 、 こ の 場 合 こ の 放 電 容 器 は 、 栓 で 閉 鎖 さ れ て い
る ２ つ の 端 部 を 有 し 、 こ れ ら の 栓 に は 、 導 電 性 リ ー ド 線 が 貫 通 さ れ て お り 、 こ れ ら の リ ー
ド 線 に は 、 放 電 容 器 の 内 部 に 突 き 出 し て い る 軸 部 を 有 す る 電 極 が 固 定 さ れ て お り 、 そ の 際
リ ー ド 線 と 電 極 は 、 一 緒 に な っ て 電 極 系 と 呼 称 さ れ て い る 、 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ か ら
出 発 す る 。 こ の 場 合 に は 、 殊 に ２ ０ ～ ４ ０ ０ Ｗ 、 有 利 に １ ０ ０ Ｗ か ら の 出 力 を 有 す る ラ ン
プ が 重 要 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｗ Ｏ 　 ９ １ ／ ０ ９ ４ １ ６ の 記 載 か ら 、 高 圧 放 電 ラ ン プ は 、 公 知 で あ り 、 こ の 場 合 リ ー ド
線 は 、 薄 手 の 壁 面 を 有 す る 大 き な 直 径 の Ｎ ｂ 管 か ら な り 、 一 方 で 、 電 極 は 、 小 さ な 直 径 の
ピ ン に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 直 径 の 比 は 、 少 な く と も ４ ： １ で あ る 。 リ ー ド 線 と 電 極 と
の 結 合 は 、 刻 み 目 の 付 与 に よ っ て 得 ら れ て お り 、 こ の 場 合 こ の 刻 み 目 の 付 与 は 、 放 電 容 器
を 詰 め 込 む た め の 溜 め と し て 使 用 さ れ る 、 Ｎ ｂ 管 の 内 側 に 通 路 が 残 存 す る 程 度 に 設 計 さ れ
て い る 。 こ の 技 術 は 、 セ ラ ミ ッ ク 放 電 容 器 が 使 用 さ れ る ナ ト リ ウ ム 高 圧 ラ ン プ の た め に 標
準 技 術 と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ と は 異 な り 、 セ ラ ミ ッ ク 放 電 容 器 を 有 す る 新 規 の 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ の 場 合 に
は 、 溜 め を 必 要 と し な い 。 そ れ ど こ ろ か 、 電 極 系 の 範 囲 内 で の 死 容 積 は 、 で き る だ け 良 好
に 回 避 さ れ る 。 こ の 理 由 か ら 、 リ ー ド 線 お よ び 隣 接 し た ピ ン は 、 ほ ぼ 同 じ 直 径 を 備 え て い
る 。 こ の 場 合 、 通 常 の 結 合 技 術 は 、 溶 接 ま た は ロ ウ 付 け で あ る 。 例 え ば 、 欧 州 特 許 第 ６ ５
２ ５ ８ ７ 号 明 細 書 参 照 。 し か し 、 こ の 種 の 結 合 は 、 調 整 す る の が 困 難 で あ り 、 し た が っ て
比 較 的 高 い 欠 陥 商 品 を 許 容 し な け れ ば な ら ず 、 そ の 上 、 性 質 上 、 高 い 投 資 費 用 が 要 求 さ れ
る 。 他 面 、 欠 陥 商 品 の 減 少 に は 、 高 い 費 用 が 要 求 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 Ｗ Ｏ 　 ９ １ ／ ０ ９ ４ １ ６
【 特 許 文 献 ２ 】 欧 州 特 許 第 ６ ５ ２ ５ ８ ７ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 簡 単 で 確 実 に 製 造 す る こ と が で き る に も 拘 わ ら ず 、 欠 陥 商 品 が 少 な い
ま ま で あ る 程 度 に 電 極 系 が 設 計 さ れ て い る 、 セ ラ ミ ッ ク の 放 電 容 器 を 備 え 、 こ の 場 合 こ の
放 電 容 器 は 、 栓 で 閉 鎖 さ れ て い る ２ つ の 端 部 を 有 し 、 こ れ ら の 栓 に は 、 導 電 性 リ ー ド 線 が
貫 通 さ れ て お り 、 こ れ ら の リ ー ド 線 に は 、 放 電 容 器 の 内 部 に 突 き 出 し て い る 軸 部 を 有 す る
電 極 が 固 定 さ れ て お り 、 そ の 際 リ ー ド 線 と 電 極 は 、 一 緒 に な っ て 電 極 系 と 呼 称 さ れ て い る
、 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 課 題 は 、 該 電 極 系 が 異 な る 直 径 の ピ ン と し て 設 計 さ れ て い る ２ つ の 構 造 部 材 を 含 み
、 こ の 場 合 よ り 大 き な 構 造 部 材 が 、 ニ オ ブ ピ ン で あ り 、 放 電 側 で 内 側 に 隣 接 し て 存 在 す る
よ り 小 さ な 構 造 部 材 が 、 ニ オ ブ ピ ン の 穿 孔 内 に 差 し 込 ま れ て い る 、 モ リ ブ デ ン ま た は タ ン
グ ス テ ン か ら な る ピ ン で あ り 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 の 直 径 と Ｎ ｂ ピ ン の 直 径 と の 比 が 、 ３
０ ～ ６ ５ ％ で あ り 、 差 し 込 ま れ た ピ ン が 、 穿 孔 内 に 機 械 的 な 圧 縮 過 程 に よ っ て 固 定 さ れ て
い る こ と に よ っ て 解 決 さ れ る 。 特 に 好 ま し い 実 施 形 式 は 、 請 求 項 １ か ら ８ ま で の い ず れ か
１ 項 の 記 載 か ら 見 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 詳 細 に は 、 セ ラ ミ ッ ク 放 電 容 器 を 有 す る 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ が 重 要 で あ り 、 こ の 場
合 こ の 放 電 容 器 は 、 栓 で 閉 鎖 さ れ て い る ２ つ の 端 部 を 有 し 、 こ れ ら の 栓 に は 、 導 電 性 リ ー
ド 線 が 貫 通 さ れ て お り 、 こ れ ら の リ ー ド 線 に は 、 放 電 容 器 の 内 部 に 突 き 出 し て い る 軸 部 を
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有 す る 電 極 が 固 定 さ れ て い る 。 リ ー ド 線 と 電 極 は 、 一 緒 に な っ て 以 下 、 電 極 系 と 呼 称 さ れ
て い る 。 電 極 系 は 、 異 な る 直 径 の ピ ン と し て 設 計 さ れ て い る 、 少 な く と も ２ つ の 構 造 部 材
を 含 み 、 こ の 場 合 よ り 大 き な 構 造 部 材 は 、 ニ オ ブ ピ ン で あ り 、 放 電 側 で 内 側 に 隣 接 し て 存
在 す る よ り 小 さ な 構 造 部 材 は 、 ニ オ ブ ピ ン の 穿 孔 （ ２ １ ） 内 に 差 し 込 ま れ て い る 、 モ リ ブ
デ ン ま た は タ ン グ ス テ ン か ら な る ピ ン で あ り 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 の 直 径 と Ｎ ｂ ピ ン の 直
径 と の 比 は 、 ３ ０ ～ ６ ５ ％ で あ り 、 差 し 込 ま れ た ピ ン は 、 穿 孔 内 に 機 械 的 な 圧 縮 過 程 に よ
っ て 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 ニ オ ブ の 代 わ り に 、 高 い ニ オ ブ 含 量 の 合 金 （ 例 え ば 、 少 な く
と も ６ ０ モ ル ％ の Ｎ ｂ 含 量 を 有 す る Ｎ ｂ Ｚ ｒ ） ま た は ニ オ ブ と 類 似 の 性 質 を 有 す る 金 属 を
使 用 す る こ と も で き 、 好 ま し く は 、 タ ン タ ル が 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 有 利 に 、 機 械 的 圧 縮 過 程 は 、 刻 み 目 の 付 与 ま た は 圧 締 め に よ っ て 実 現 さ れ て い る 。 こ の
場 合 、 刻 み 目 の 付 与 は 、 局 部 的 な 圧 縮 で あ り 、 圧 締 め は 、 穿 孔 の 壁 面 の 全 面 的 な 圧 潰 で あ
る と 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 １ つ の 好 ま し い 実 施 形 式 に お い て 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 は 、 ニ オ ブ ピ ン 内 に 差 し 込 ま れ
て い る 、 タ ン グ ス テ ン か ら な る 電 極 軸 部 で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 毛 管 状 の 栓 に 対 し て 長 い
ピ ン な ら び に 短 い 軸 部 （ 毛 管 状 の 栓 な し ） が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 好 ま し い 実 施 形 式 に お い て 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 は 、 リ ー ド 線 の 内 側 部 材 と し て
の モ リ ブ デ ン か ら な る ピ ン で あ り 、 一 方 で 、 ニ オ ブ ピ ン は 、 リ ー ド 線 の 外 側 部 材 で あ る 。
こ の 場 合 、 内 側 部 材 は 、 毛 管 状 の 栓 内 に 存 在 し 、 一 方 で 、 外 側 部 材 は 、 毛 管 の 端 部 に 存 在
す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 般 に 、 穿 孔 は 、 約 ０ ． ８ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ の 深 さ で あ り 、 そ れ に よ っ て 差 し 込 む べ き ピ ン
に と っ て 十 分 な 正 確 に 固 定 さ れ る 。 穿 孔 の 深 さ Ｔ に と っ て 好 ま し い 一 般 的 な 経 験 則 は 、 直
径 の ３ な い し ４ 倍 、 殊 に ピ ン の 直 径 Ｄ の ４ 倍 、 即 ち Ｔ ＝ ４ Ｄ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 よ り 小 さ な 構 造 部 材 の 最 適 な 固 定 お よ び 除 去 を 達 成 す る た め に 、 穿 孔 の 毛 管 状 の 栓 が 直
径 の 点 で 差 し 込 む べ き ピ ン に 適 合 さ れ て い る こ と は 、 望 ま し い 。 こ れ は 、 殊 に 穿 孔 が 最 大
で ０ ． ０ ４ ｍ ｍ 、 有 利 に ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ２ ５ ｍ ｍ 、 そ れ 以 上 で あ る 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 通 常 、 穿 孔 は 、 包 囲 す る 壁 面 を 有 し て い る 。 し か し 、 場 合 に よ っ て は 、 穿 孔 が ス ロ ッ ト
を 有 し 、 少 な く と も ２ つ の 舌 部 を 有 し て い る 実 施 態 様 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 セ ラ ミ ッ ク 放 電 容 器 を 有 す る 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ の た め の 電 極 系
に 専 ら 向 け ら れ て お り 、 こ の 場 合 に は 、 該 電 極 系 が 異 な る 直 径 の ピ ン と し て 設 計 さ れ て い
る ２ つ の 構 造 部 材 を 含 み 、 こ の 場 合 よ り 大 き な 構 造 部 材 は 、 ニ オ ブ ピ ン で あ り 、 よ り 小 さ
な 構 造 部 材 は 、 ニ オ ブ ピ ン の 穿 孔 内 に 差 し 込 ま れ て い る 、 モ リ ブ デ ン ま た は タ ン グ ス テ ン
か ら な る ピ ン で あ り 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 の 直 径 と Ｎ ｂ ピ ン の 直 径 と の 比 は 、 ３ ０ ～ ６ ５
％ で あ り 、 差 し 込 ま れ た ピ ン は 、 穿 孔 内 に 機 械 的 な 圧 縮 過 程 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 ま た 、 本 発 明 は 、 異 な る 直 径 の ピ ン と し て 設 計 さ れ て い る ２ つ の 構 造 部 材 を 含 み
、 こ の 場 合 よ り 大 き な 構 造 部 材 は 、 ニ オ ブ ピ ン で あ り 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 は 、 モ リ ブ デ
ン ま た は タ ン グ ス テ ン か ら な る ピ ン で あ り 、 該 ニ オ ブ ピ ン は 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 の 収 容
の た め に 穿 孔 を 有 し 、 よ り 小 さ な 構 造 部 材 の 直 径 と Ｎ ｂ ピ ン の 直 径 と の 比 は 、 ３ ０ ～ ６ ５
％ で あ る 、 電 極 系 を 製 造 す る 方 法 を も 網 羅 し て お り 、 こ の 方 法 は 、 次 の 処 理 工 程 ：
ａ ） よ り 小 さ な 構 造 部 材 を ニ オ ブ ピ ン 内 に 差 し 込 む 工 程 ；
ｂ ） 差 し 込 ま れ た ピ ン を 穿 孔 内 で 、 機 械 的 な 圧 縮 過 程 、 殊 に 刻 み 目 の 付 与 ま た は 圧 締 め に
よ っ て 固 定 す る 工 程 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 殊 に 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る セ ラ ミ ッ ク 放 電 容 器 を 有 す る 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ
は 、 重 要 で あ り 、 こ の 場 合 放 電 容 器 は 、 セ ラ ミ ッ ク 栓 で 閉 鎖 さ れ て い る ２ つ の 端 部 を 有 す
る 。 放 電 に 対 し て 内 側 部 分 と 外 側 の ピ ン 状 の 部 分 と か ら な る こ と が で き る 、 導 電 性 の 場 合
に よ っ て は ２ つ の 部 分 の リ ー ド 線 は 、 前 記 セ ラ ミ ッ ク 栓 に 真 空 密 に 貫 通 し て い る 。 リ ー ド
線 は 、 外 側 で 線 上 で ガ ラ ス ロ ウ 付 け に よ っ て 密 閉 さ れ て い る ピ ン で あ る 。 リ ー ド 線 上 に は
、 内 側 で 、 放 電 容 器 の 内 部 に 突 き 出 し て い る 軸 部 を 有 す る 電 極 が 固 定 さ れ て い る 。 電 極 は
、 球 状 物 、 ピ ン 、 成 形 部 材 ま た は フ ィ ラ メ ン ト と し て 形 成 さ れ て い る 頭 部 を 有 す る こ と が
で き る 。 更 に 、 毛 管 状 の 栓 が 使 用 さ れ る 場 合 に は 、 軸 部 上 に は 、 充 填 フ ィ ラ メ ン ト が 取 り
付 け ら れ て い て よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 有 利 に 、 ラ ン プ の 出 力 は 、 ７ ０ ～ ４ ０ ０ Ｗ で あ る が 、 し か し 、 よ り い っ そ う 大 き な 出 力
（ １ ０ ０ ０ Ｗ ） な ら び に よ り い っ そ う 小 さ な 出 力 （ ２ ０ Ｗ ま で ） も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 栓 は 、 単 一 部 分 で 設 計 さ れ て い て も よ い し 、 複 数 の 部 分 で 設 計 さ れ て い て も よ い 。 例 示
的 に は 、 自 体 公 知 の 方 法 で 、 毛 管 状 の 栓 は 、 リ ン グ 状 の 栓 部 分 に よ っ て 包 囲 さ れ て い て よ
い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 リ ー ド 線 ま た は そ の 外 側 部 分 は 、 典 型 的 に は 栓 内 に 存 在 す る 長 さ に 亘 っ て 完 全 に ガ ラ ス
ロ ウ 中 に 溶 融 さ れ る 。 重 要 な こ と は 、 ニ オ ブ ピ ン が ニ オ ブ に 対 す る 充 填 物 の 腐 蝕 に よ る 攻
撃 の た め に 完 全 に ガ ラ ス ロ ウ に よ っ て 被 覆 さ れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｎ ｂ か ら な る リ ー ド 線 は 、 モ リ ブ デ ン ま た は タ ン グ ス テ ン か ら な る ピ
ン が 放 電 側 で 差 し 込 ま れ て い る 穿 孔 を 有 し て い る 。 穿 孔 は 、 連 続 的 に 包 囲 し て い る 壁 面 を
備 え て い る か ま た は ス ロ ッ ト を 有 す る 壁 面 を 備 え て い る 。 好 ま し く は 、 こ の 穿 孔 は ２ つ ま
た は そ れ 以 上 の ス ロ ッ ト を 備 え て い る 。 こ の 場 合 、 結 合 さ れ た ピ ン の 直 径 は 、 Ｎ ｂ ピ ン の
３ ０ ～ ６ ５ ％ （ 限 界 値 を 含 む ） で あ る 。 従 っ て 、 Ｎ ｂ ピ ン の 残 存 す る 壁 厚 は 、 Ｎ ｂ の 材 料
特 性 に 基 づ い て 接 合 す べ き ピ ン の 機 械 的 保 持 が 圧 縮 、 例 え ば 刻 み 目 の 付 与 ま た は 圧 締 め （
圧 縮 位 置 に よ る 保 持 ） に よ っ て 可 能 で あ る 程 度 に 選 択 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 穿 孔 は 、 接
合 す べ き ピ ン の 直 径 に 適 合 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 そ の た め の 穿 孔 は 、 接 合 す べ き ピ ン
よ り も ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ４ ｍ ｍ 、 殊 に ０ ． ０ １ ５ ～ ０ ． ０ ２ ５ ｍ ｍ 大 き い 。 こ の 場 合 、 こ
の ピ ン の 長 さ は 、 大 き な 役 を 演 じ て い な い 。 ワ ッ ト 数 と は 無 関 係 に 、 約 １ ． ３ ～ ２ ． ５ ｍ
ｍ の 深 さ 、 好 ま し く は １ ． ５ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ の 深 さ の 穿 孔 で 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し い 第 １ の 実 施 態 様 に お い て 、 リ ー ド 線 は 、 包 囲 す る 穿 孔 を 有 す る Ｎ ｂ ピ ン で あ り
、 そ れ と い う の も 、 穿 孔 は 、 簡 単 で 確 実 に 製 作 す る こ と が で き 、 接 合 す べ き ピ ン の 極 め て
良 好 な 固 定 を 提 供 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ２ の 実 施 態 様 に お い て 、 Ｎ ｂ ピ ン は 、 ス ロ ッ ト を 有 す る 穿 孔 を 備 え て お り 、 こ の 穿 孔
は 、 実 際 に 比 較 的 費 用 を 掛 け て 製 作 さ れ う る が 、 し か し 、 特 殊 な 場 合 に は 、 場 合 に よ り 高
い ワ ッ ト 数 お よ び 接 合 す べ き ピ ン の 大 き な 質 量 の 際 に 良 好 な 刻 み 目 の 付 与 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ れ に よ っ て 達 成 可 能 な 固 定 は 、 充 填 フ ィ ラ メ ン ト を 支 持 す る 長 い 軸 部 を 有 す る 電 極 系
が 今 や 断 片 か ら 完 成 さ れ て い て よ い 程 度 に 達 成 さ れ て い て よ い 。 溶 接 の 破 断 に よ る 欠 損 源
は 、 今 や 完 全 に 排 除 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に は 、 １ ５ ０ Ｗ の 出 力 を 有 す る 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ が 略 示 さ れ て い る 。 こ の 金
属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ は 、 石 英 ガ ラ ス か ら な る ラ ン プ 軸 線 を 定 義 す る 円 筒 状 の 外 側 バ ル ブ
１ か ら な り 、 こ の 外 側 バ ル ブ は 、 ２ つ の 側 で 押 し 潰 さ れ て お り （ ２ ） 、 キ ャ ッ プ さ れ て い
る （ ３ ） 。 勿 論 、 ラ ン プ は 、 片 側 で 閉 鎖 す る こ と が で き 、 例 え ば ね じ 付 き キ ャ ッ プ を 備 え
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て い て よ い 。 Ａ ｌ 2Ｏ 3セ ラ ミ ッ ク か ら な る 軸 方 向 に 配 置 さ れ た 放 電 容 器 ４ は 、 円 筒 形 状 ま
た は 膨 れ た 形 状 で あ り 、 ２ つ の 端 部 ６ を 有 し て い る 。 こ の 放 電 容 器 は 、 箔 ８ に よ り キ ャ ッ
プ 部 ３ と 結 合 さ れ て い る ２ つ の 電 流 供 給 線 に よ り 外 側 バ ル ブ １ 中 に 保 持 さ れ て い る 。 電 流
供 給 線 ７ は 、 リ ー ド 線 ９ 、 １ ０ と 溶 接 さ れ て お り 、 こ れ ら の リ ー ド 線 は 、 そ れ ぞ れ 放 電 容
器 の 端 部 ６ で 端 部 栓 １ ２ 中 に 嵌 め 込 ま れ て い る 。 栓 部 分 は 、 延 長 さ れ た 毛 管 １ ２ （ 毛 管 状
の 栓 ） と し て 設 計 さ れ て い る 。 放 電 容 器 の 端 部 ６ お よ び 毛 管 状 の 栓 １ ２ は 、 例 え ば 互 い に
直 接 に 焼 結 さ れ て い る 。 リ ー ド 線 上 に は 、 放 電 側 で 電 極 １ ５ が 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 リ ー ド 線 ９ 、 １ ０ は 、 そ れ ぞ れ ニ オ ブ ピ ン と し て 設 計 さ れ て お り 、 毛 管 １ ２ の 長 さ の ほ
ぼ 四 分 の 一 に 到 る ま で こ の 毛 管 内 に 突 入 し て い る 。 そ の 上 、 毛 管 １ ２ 内 に は 、 放 電 体 積 に
向 か っ て 、 軸 部 の 放 電 側 の 端 部 で 押 し 込 ま れ た フ ィ ラ メ ン ト １ ７ を 有 す る 、 タ ン グ ス テ ン
か ら な る 延 長 さ れ た 電 極 軸 部 １ ６ が 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 放 電 容 器 の 充 填 物 は 、 不 活 性 の 点 火 ガ ス 、 例 え ば ア ル ゴ ン と 共 に 、 水 銀 お よ び 金 属 ハ ロ
ゲ ン 化 物 の 添 加 剤 か ら な る 。 ま た 、 例 え ば 水 銀 な し の 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 充 填 物 の 使 用 も 可
能 で あ り 、 こ の 場 合 に は 、 点 火 ガ ス と し て 有 利 に キ セ ノ ン お よ び 殊 に 明 ら か に １ ． ３ バ ー
ル を 越 え る 高 い 圧 力 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ニ オ ブ ピ ン ９ は 、 約 ３ ｍ ｍ の 深 さ で 毛 管 状 の 栓 １ ２ 中 に 挿 入 さ れ て お り 、 ガ ラ ス ロ ウ １
９ に よ り 密 閉 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 ガ ラ ス ロ ウ が 前 記 の ニ オ ブ ピ ン を 完 全 に 覆 い 、 軸 部
１ ６ の 開 始 部 分 （ １ ～ ２ ｍ ｍ ） も な お ガ ラ ス ロ ウ に よ っ て 覆 わ れ て い る こ と は 、 重 要 な こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に は 、 電 極 系 が 側 面 図 （ 図 ２ ａ ） お よ び ９ ０ ゜ 旋 回 し た 側 面 図 （ 図 ２ ｂ ） で 詳 細 に
示 さ れ て い る 。 ０ ． ８ ８ ｍ ｍ の 直 径 を 有 す る 、 ス ロ ッ ト を 有 す る ニ オ ブ ピ ン は 、 リ ー ド 線
９ と し て 使 用 さ れ る 。 こ の ニ オ ブ ピ ン は 、 深 さ ２ ｍ ｍ お よ び 直 径 ０ ． ５ ２ ｍ ｍ の 穿 孔 を 有
す る 。 こ の 穿 孔 は 、 ２ つ の 開 口 ス ロ ッ ト を 備 え て お り 、 し た が っ て 壁 面 か ら ２ 個 の 舌 部 １
４ が 立 っ た ま ま 存 在 す る 。 穿 孔 内 に は 、 タ ン グ ス テ ン か ら な る 軸 部 １ ６ が 嵌 め 込 ま れ て お
り 、 そ こ で 刻 み 目 の 付 与 （ 凹 み 部 １ ７ ） に よ り 固 定 さ れ て い る 。 明 示 す る た め に 、 軸 部 １
６ は 、 完 全 に 導 入 さ れ た 位 置 で は 示 さ れ て い な い 。 刻 み 目 の 付 与 は 、 ２ つ の 舌 部 １ ４ の 対
向 す る ２ つ の 位 置 １ ７ で 局 部 的 に 行 な わ れ る 。 軸 部 １ ６ の 直 径 は 、 ０ ． ５ ０ ｍ ｍ で あ る 。
毛 管 状 の 栓 内 に 存 在 す る 、 軸 部 の 部 分 は 、 死 容 積 を 最 少 化 す る た め に 、 モ リ ブ デ ン か ら な
る 充 填 フ ィ ラ メ ン ト １ ０ に よ っ て 包 囲 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ に お い て は 、 電 極 系 の 他 の 実 施 例 が 示 さ れ て い る 。 ０ ． ８ ８ ｍ ｍ の 直 径 を 有 す る ニ
オ ブ ピ ン ２ ０ は 、 リ ー ド 線 ９ 、 １ ０ と し て 使 用 さ れ る 。 こ の ニ オ ブ ピ ン は 、 深 さ ２ ｍ ｍ お
よ び 直 径 ０ ． ４ ２ ｍ ｍ の 穿 孔 を 有 す る 。 こ の 穿 孔 は 、 包 囲 す る 壁 面 ２ ２ を 有 し て い る （ 図
３ ａ ） 。 穿 孔 内 に は 、 タ ン グ ス テ ン か ら な る 軸 部 １ ６ が 嵌 め 込 ま れ て お り （ 図 ３ ｂ ） 、 そ
こ で 刻 み 目 の 付 与 （ 図 ３ ｃ ） に よ り 固 定 さ れ て い る 。 刻 み 目 の 付 与 は 、 壁 面 の 対 向 す る ２
つ の 位 置 １ ７ で 局 部 的 に 行 な わ れ 、 そ こ で ２ つ の 圧 縮 位 置 ２ ４ を 留 め る 。 軸 部 １ ６ の 直 径
は 、 ０ ． ４ ０ ｍ ｍ で あ る 。 毛 管 状 の 栓 内 に 存 在 す る 、 軸 部 の 部 分 は 、 死 容 積 を 最 少 化 す る
た め に 、 モ リ ブ デ ン か ら な る 充 填 フ ィ ラ メ ン ト １ ０ に よ っ て 包 囲 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｎ ｂ ピ ン お よ び 軸 部 の 直 径 は 、 ワ ッ ト 数 に 応 じ て 異 な る よ う に 選 択 さ れ て い て よ い 。 一
般 に 、 （ 軸 部 の 直 径 ） ： （ Ｎ ｂ ピ ン の 直 径 ） の 比 は 、 ス ロ ッ ト を 有 す る 配 置 ま た は 包 囲 す
る 穿 孔 を 使 用 す る か 否 か に 拘 わ ら ず 、 ３ ０ ～ ６ ５ ％ の 範 囲 内 で あ る 。 低 い ワ ッ ト 数 の 場 合
に は 、 む し ろ 下 限 に 向 か う 傾 向 に あ り 、 高 い ワ ッ ト 数 の 場 合 に は 、 む し ろ 上 限 に 向 か う 傾
向 に あ る 。 モ リ ブ デ ン を 使 用 し な が ら の 別 の 実 施 態 様 に お い て は 、 前 記 の 比 は 、 む し ろ タ
ン グ ス テ ン を 使 用 す る 場 合 よ り も 高 く 、 即 ち タ ン グ ス テ ン に 対 し て 約 ３ ０ ～ ５ ０ ％ 高 く な
る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 毛 管 状 の 栓 を 考 慮 し な い 簡 単 な 実 施 例 は 、 図 ４ に 示 さ れ て い る 。 図 ４ に お い て 、 図 ４ ａ
に は 、 穿 孔 ２ ６ を 有 す る Ｎ ｂ ピ ン ２ ５ が 専 ら 示 さ れ て お り 、 他 方 、 図 ４ ｂ に お い て は 、 短
い Ｗ ピ ン ２ ７ が 電 極 軸 部 と し て 嵌 め 込 ま れ て お り 、 そ こ で 圧 締 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ に よ れ ば 、 例 え ば リ ー ド 線 の 外 側 部 分 と し て の Ｎ ｂ ピ ン ３ ０ と リ ー ド 線 の 内 側 部 分
と し て の Ｍ ｏ コ ア ピ ン と の 間 の 結 合 を 得 る た め に 、 刻 み 目 の 付 与 方 法 も 適 し て い る 。 そ れ
と い う の も 、 こ の 場 合 も 直 径 の 大 き さ の 差 は 、 使 用 可 能 な 範 囲 （ ３ ０ ～ ６ ５ ％ ） 内 に あ る
か ら で あ る 。 刻 み 目 を 付 与 し た 凹 み 部 は 、 参 照 符 号 ３ ４ と し て 示 す こ と が で き る 。 コ ア ピ
ン ３ １ は 、 充 填 フ ィ ラ メ ン ト ３ ３ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 場 合 に は 、 勿 論 、 Ｍ ｏ コ ア ピ ン ３ １ と タ ン グ ス テ ン か ら な る 電 極 軸 部 ３ ２ と の 間 の
結 合 は 、 従 来 法 で 溶 接 に よ り 得 る こ と が で き る 。 そ れ と い う の も 、 こ の 場 合 に は 、 軸 部 と
コ ア ピ ン と の 大 き さ の 差 は 、 ご く 僅 か で あ る か ら で あ る 。 こ の 大 き さ の 差 は 、 典 型 的 に は
約 ７ ０ ～ １ ０ ０ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ 表 中 に は 、 他 の ワ ッ ト 数 の 場 合 の 異 な る 比 が 示 さ れ て い る 。 ３ ５ ～ ４ ０ ０ Ｗ の ラ ン
プ に つ い て は 、 そ こ に は Ｎ ｂ ピ ン の 直 径 （ DuNb） お よ び 軸 部 の 直 径 （ DuS） が 、 双 方 と も
ｍ ｍ で 記 載 さ れ て お り 、 な ら び に 軸 部 の 直 径 は 、 Ｎ ｂ ピ ン に 対 し て 百 分 率 で 記 載 さ れ て い
る 。 こ の 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ Ｗ ピ ン が 軸 部 と し て 使 用 さ れ た 。 穿 孔 （ 包 囲 す る ） の 深 さ は
、 ２ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 セ ラ ミ ッ ク 放 電 容 器 を 有 す る 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 ラ ン プ を 示 す 略 図 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 ２ 】 図 ２ ａ お よ び 図 ２ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 図 １ の ラ ン プ の 端 部 で あ る 電 極 系 を 示 す 詳 細 図
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 ３ 】 図 ３ ａ 、 図 ３ ｂ お よ び 図 ３ ｃ は 、 そ れ ぞ れ 電 極 系 の 他 の １ つ の 実 施 例 を 示 す 詳 細
図 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 ４ 】 図 ４ ａ お よ び 図 ４ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 電 極 系 の 他 の １ つ の 実 施 例 を 示 す 詳 細 図 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 ５ 】 電 極 系 の 他 の １ つ の 実 施 例 を 示 す 詳 細 図 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ 　 円 筒 状 の 外 側 バ ル ブ
　 ２ 　 外 側 バ ル ブ の 押 し 潰 さ れ た 側
　 ３ 　 外 側 バ ル ブ の キ ャ ッ プ さ れ た 側
　 ４ 　 放 電 容 器
　 ６ 　 端 部
　 ７ 　 電 流 供 給 線
　 ８ 　 箔
　 ９ 　 リ ー ド 線
　 １ ０ 　 リ ー ド 線
　 １ ２ 　 毛 管
　 １ ４ 　 ２ つ の 舌 部
　 １ ５ 　 電 極
　 １ ６ 　 電 極 軸 部
　 １ ７ 　 フ ィ ラ メ ン ト
　 １ ９ 　 ガ ラ ス ロ ウ
　 ２ ０ 　 ニ オ ブ ピ ン
　 ２ １ 　 穿 孔
　 ２ ２ 　 包 囲 す る 壁 面
　 ２ ４ 　 ２ つ の 圧 縮 位 置
　 ２ ５ 　 Ｎ ｂ ピ ン
　 ２ ６ 　 穿 孔 ２ ６
　 ２ ７ 　 短 い Ｗ ピ ン
　 ３ ０ 　 Ｎ ｂ ピ ン
　 ３ １ 　 Ｍ ｏ コ ア ピ ン
　 ３ ２ 　 タ ン グ ス テ ン か ら な る 電 極 軸 部
　 ３ ３ 　 充 填 フ ィ ラ メ ン ト
　 ３ ４ 　 凹 み 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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